
「われは湖の子　さすらいの」
琵琶湖周航の歌　誕生１００年

　
１
９
１
７
年（
大
正
６
年
）、今
津
で
誕
生
し
た「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

が
、
今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。　

　
美
し
い
琵
琶
湖
の
風
景
か
ら
生
ま
れ
た
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
は
、

今
日
ま
で
多
く
の
人
の
心
を
魅
了
し
、
歌
い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

誕
生
秘
話

　
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
は
、
旧
制

第
三
高
等
学
校
水
上
部
（
現
在
の
京

都
大
学
ボ
ー
ト
部
）
に
所
属
し
て
い

た
小
口
太
郎
が
、
琵
琶
湖
周
航
の
２

日
目
に
今
津
の
宿
で
ク
ル
ー
に
こ
の

詩
を
披
露
し
、
仲
間
が
当
時
学
生
の

間
に
流
行
し
て
い
た
吉
田
千
秋
作
曲

の
「
ひ
つ
じ
ぐ
さ
」
の
曲
に
の
せ
て

歌
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
作
詞
者
と
原
曲
者
は
、
互
い
に
顔

を
合
わ
す
こ
と
な
く
、
こ
の
歌
を
世

に
残
す
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
か
の

よ
う
に
若
く
し
て
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　
偶
然
の
出
会
い
に
よ
っ
て
高
島
市

歌
は
、
時
を
超
え
て
…

　

１
０
０
周
年
の
節
目
に
今
一
度
、

「
歌
」と
と
も
に「
琵
琶
湖
の
美
し
さ
」

に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
周
航
当
時
、
琵
琶
湖
が
と
て
も
き

れ
い
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歌

が
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
歌
に
は
、
琵
琶
湖
の
美
し
さ
が
い

つ
ま
で
も
次
世
代
へ
継
が
れ
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
周
航
に
は
旅
立
っ
て
ま
た
元
に
戻

る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
１
０
０
周
年
は
新
た
な

歴
史
の
始
ま
り
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今津港にある歌碑から琵琶湖を臨む

今津中学校での講演会。
次世代に歌を伝える活動を続ける

「琵琶湖周航の歌を伝承する会」

で
誕
生
し
た
こ
の
歌
は
、
時
代
を
超

え
、
多
く
の
人
々
の
心
の
中
で
今
も

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

小
お ぐ ち

口  太
た ろ う

郎  
（1897 ～ 1924）

長野県出身

作詞者

集集
特

吉
よ し だ

田  千
ち あ き

秋
（1895 ～ 1919）

新潟県出身

原曲者
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高
島
市
の
湖
の
玄
関
口
で
あ
る
今
津
港
に
は
、
こ
の

歌
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。
赤
御み
か
げ影

石
で
作
ら
れ
た
歌
碑

に
は
、
歌
の
歌
詞
１
番
か
ら
６
番
ま
で
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
県
内
に
は
、
６
か
所
７
つ
の
歌
碑
が
縁ゆ
か
りの

地
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

「ひつじぐさ」
　「琵琶湖周航の歌」のメロディーは、吉田千秋作曲「ひつ
じぐさ」（１９１５年発表）を原曲に用いて誕生しました。

「琵琶湖周航の歌」の１００周年に先駆けて、千秋の出身地
新潟市で、平成 27 年（２０１５年）に「ひつじぐさ」発表
１００年をお祝いされました。　
　市内で自然保護に取り組む「環境を守るいまづの会」から、
平成 13 年（２００１年）に吉田千秋（原曲者）の故郷 新
潟県新潟市へ、また平成 15 年（２００３年）には小口太郎

（作詞者）の故郷 長野県岡谷市へ、歌にゆかりの「ヒツジグ
サ」の株が贈られました。
　「環境を守るいまづの会」では、
6 月の琵琶湖周航の歌１００周年
記念音楽祭合唱コンクールを迎え
るまでに、「ヒツジグサ」でいっ
ぱいのまちにすることを目指し
て、準備を進めています。

高
島
市
の
宝
と
し
て

全
国
へ
発
信

　
高
島
市
で
誕
生
し
た
「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
を
次
世
代
へ
大
切
に

繋
ぎ
、
こ
れ
か
ら
先
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
高
島
市
の
宝
と

し
て
、
全
国
へ
さ
ら
な
る
発
信
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　ヒツジグサはきれいな水でないと
育ちません。琵琶湖周航の歌誕生の
地として、琵琶湖をきれいにしてい
くという気持ちをもってほしいと思
います。また、この歌を
通じてふるさとを愛して
ほしいです。

各
地
に
残
る
歌
碑

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

音
楽
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

新たな歌の魅力を発見しに　
　琵琶湖周航の歌資料館へ
　平成 10 年「琵琶湖周航の歌」誕生の地として高島市今
津町に「琵琶湖周航の歌資料館」が開館しました。
　館内では、歌の経緯や作詞者や原曲者に関する資料のパ
ネル展示のほか、周航当時の町の様子なども写真展示して

います。
　中でも 1 番の人気コーナーは、
たくさんの歌手や演奏家による「琵
琶湖周航の歌」試聴コーナーです。
１００周年を機会に、琵琶湖周航
の歌資料館へぜひお越しください。

所 在 地／高島市今津町中沼 1 丁目 5-7
電 話／（２２）２１０８
開館時間／９時～ 17 時
休 館 日／月曜日
　　　（月曜日が祝日の場合、翌平日休館）

観
光
振
興
課

　

（
２
５
）
８
０
４
０

未
の
刻
（
午
後
２
時
）
頃
に
開

花
す
る
こ
と
か
ら
「
ヒ
ツ
ジ
グ

サ
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

花期　6 月～ 10 月

　いろんなところで

　　　流れています♪

・高島市の防災行政無線　ＢＧＭ

・琵琶湖大橋　メロディーロード

・ＮＨＫテレビ番組

　　　「おうみ発 630」

　　　　エンディング曲

さまざまな人に　　歌われています♪
加藤登紀子さん、
～Ｌ

リ ー フ ァｅｆａ～さんをはじめ、60 組以上の方にカバー　　されています。

琵琶湖周航の歌　誕生１００年集集
特

　
高
島
市
で
は
、
高
島
市
民
会
館

で
琵
琶
湖
周
航
の
歌
音
楽
祭
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
を
、
こ
の
歌
が
生
ま

れ
た
６
月
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。　

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
琵
琶

湖
周
航
の
歌
」
を
広
く
後
世
に
引

継
ぐ
こ
と
や
、
青
少
年
に
郷
土
の

曲
と
し
て
知
っ
て
も
ら
い
故
郷
へ

の
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
は
じ
め
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
県
内
を
は
じ
め
近

畿
圏
内
、
北
陸
、
四
国
、
九
州
、

関
東
ま
で
日
本
全
国
か
ら
参
加
団

体
が
集
ま
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
１
０
０
周
年
記
念
と

し
て
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め

ま
す
。
あ
な
た
も
ス
テ
ー
ジ
の
上

で
、「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
歌
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
♪　

【開催日】６月 25 日日 10 時～（予定）
【会 場】高島市民会館　【入場料】一律５００円

琵琶湖周航の歌誕生１００周年記念
「琵琶湖周航の歌」音楽祭合唱コンクール

【申込・問合先】
琵琶湖周航の歌記念事業実行委員会事務局（藤樹の里文化芸術会館）　 （32）2461

コンクールへの参加合唱団募集中！

▼参加資格　８人以上の合唱団

▼募 集 数　25 団体（定数になり次第締切）▼演奏曲目　課題曲「琵琶湖周航の歌〔作詞：小口
太郎　原曲：吉田千秋〕」と自由曲（自
由曲の曲数は問いません）

▼演奏時間　課題曲と自由曲をあわせて８分以内▼参 加 料　一般１万円 ／ 児童合唱団・小学校・中学校・高等学校 ５千円

▼募集締切　２月28日火

▼申込方法　各文化ホールと公民館に設置している参加申込書に必要事項を記入のうえ、下記まで提出してください。

２番　大津市近江舞子
　　　（雄松崎）

１番　大津市浜大津
　　　（三保ケ崎）

３番　高島市今津町
　　　（今津港） ４番　長浜市竹生島

６番　近江八幡市
　　　（長命寺港、長命寺境内）

５番　彦根市
　　　（彦根港突堤）

●
●

●

●

●

●

るまでに、「ヒツジグサ」でいっ
ぱいのまちにすることを目指し
て、準備を進めています。

通じてふるさとを愛して

～ Lefa ～と一緒に歌いましょう♪
「琵琶湖周航の歌」

ミニコンサート
日……時　２月 25 日土　13 時～
場……所　琵琶湖周航の歌資料館
　　　入場無料

日……時

場……所

　　　入場無料

日……時

場 所

～  歌碑めぐり ～
※関連する歌詞番号と歌碑の位置を掲載

フィックス艇

歌が誕生した当時、周航に
使われていた艇
（平成 10 年４月復元）


